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Walking and thinking of cities 

歩ぎながら誓市を考える

ドバイ→サンフランシスコ／建築→アーバン・デザイン

「世界中のクレーン車の 1/3はここにある」

そんな言葉があながち空言とも思えない

の者〖市に，私は居だ。 6 年罰のことだ。

， ドバイ。その開発の波の

に，ゼネコン殴言十郎の竺員として建築に関

わっだという体験は，私のその後の人生を

えたといっても過言ではない。

当峙，「ドバイは人工的で魁力に矢ける」と

いうことを，建築関係者でさえも言うのに

和惑を寛えだ。都市のことを言皐して，「人工

」とは言い噂て妙。それはきっと，出

がる速度があまリに早すぎて，大抵の都市

で感じら礼る多層性に矢けるということだろ

う。実際，建築を生業としながらも，まさか，

者〖冒］が出来上がっていく過程を自分の

するとは思いもしなかつだ。あまリの

に，アーバン・デザインという分野に

その後マーケットが大きくシフトし，中東か

ら中国へ。私は のサンフランシス

コに住み，アジアの 開 ロジェクトに

わるという生活に変わっだ。

アーバン・デザインという とはなにか，

という閉いには無数の回答がある。「都市」

とは伺か，という閉題自体が一罰縄で臼かな

いので，三だリ罰だろう。ここでは，その

磨定義を試みるかわリに，弘の仕事での関

わリ方を蘭単に紹介するにとどめる。多くの

イヴェロッパー，もしくは政庁を

クライアントとして，小さくは数街区，大き

くは数百ヘクタールの敷地を対象としたマス

ター・プランを描く。すこし紐かいスケー）レ

に入る時には，マスター・プランに基づいて，

それぞれの建築やオープンスペースがどのよ

うな）レールに習う必要があるのかというデザ

イン・カ、イドラインを］是示することになる。

のデザインを記めることよリも，
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ヴィジョンを売リ，末だそこに存在しないも

のをどうやって想像させるかという肯ビカが

される。「表参道のような並木の美しい

ショッピング・コリドー」，「ニューヨークの

ライアントパークのような，心地よい囲ま

礼感のある広場」といったアナロジーを組み

せる事によってデザインに息が吹き込ま

礼ることも多い。建築と同じく，世界の都市

に旅をして得だ縫験は血図となってデザイン

の幅を広げてくれる。

自分自身の日常体験のあちこちにも，都市に

ついて考えるヒントが転がっている。ここで

は，自宅からダウンタウンのオフィスまでの

徒歩 30分の道のリで目にするもの，地域を

いくつか拾い上げ，サンフランシスコという

市の一断面を切ってみようと思う。ベンヤ

三ンは，「初めて訪れる街は住んでいるかの

ように歩き，良く知っだ街は異邦人のように

歩け」と言っだが，一見この街の特蛛事情か

のように思わ礼るいくつかの事象を辿リ，

つめ直す事で建築と都市について考えだい。

歩きながら—道路空間を考える

の住むアパートを見て，「都市」にあると

人はあぎリいないだろう（写真 1)。

てられだ，二階建て。一階は

で，二階には

ウンタウンの1 7イ固の

2キロ，メインストリートに面している

にも関わらず，容積率にして約 1.5程度と

めて低い。 1978年に制定されだカリフォル

ーア州の条例， Proposition 13によリ，

産税は，所有者が変わっだリ，建て替え

を行ったリしない陸リは，増額されない。

い建物をそのまま継持するメリットが高いの

だ。 '.(j政的な取リ決めが都市の風景をつくリ

あげる一因となる，ということを改めて

る。

アパートのある通リ。一昨年から微妙に沿

の様子が変化した（写真 2)。ストリート・パー

キング］が一部占捌され，歩道を隔てた正

の飲食店の客が，オープンカフェさながらの

間を楽しんでいる。 "Parklet:Pavement

to Parks"という，市の を和用したもの

だ。けンフランシスコの土地の約 25%も

成する道路空間。その一部を，実験的に年閤

数百ド）レの負担金と維持管理を条件に，企

やイ固人に貸し出し，仮設の三二公園にしてい
2
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る。市の面積の 20%

るにも関わらず，「

く← が公園となってい

な都市空間」とし

てさらなるオープンスペースの必要性が叫ば

れているのがその制度の

のケースの場合は，

外の店鋪空閤を拡張している

道路の一部を個人が 駐車 目

だ。しかし，こ

が破格の賃料で

けである。

に和」用するの

歩きながら—「町のなかの町」を考える

Parkletの使用櫂を， 8ドルのパンケーキと 2ド

ルのコーヒーで謄ち取った人々を模目にダウン

タウンに国かって歩いて 15分程度，真っすぐに

く下リ坂の先にサンフランシスコ湾が広がっ

て見える。その間には漢字で書かれだ街のサイ

ン，匿わいのあるマーケット，さながらアジア

のどこかに入リ込んだかのようだ。ここは，

における最古の，そして最大のチャイナタウ

ン。 10万人の生活の場であると同峙に，

と，どちらの公共性が高いのだろう。車社

の米国で，近年，特に都心部では徐々にカ

シェア-をしだリ，自転車専用レーンを

したリしている。それの運闘と軌を一にする

はずだっだのが，条吉栗としては， l_i;;共空闇を

に私有化させる条百栗となってし言っだ

ように思える。

が，

であること

を考えれば，

はじめにオバマ大

んなチャイナタウンも，

3
 

え続ける中国）＼人口を脅威に思い，そこを

かつ危険な場だとしだ□人だちから目の

にされていだという。 1906年の

物の状態の悪化を期に，ここを市の中心から

な試みさえ

人商人だちは，

による

に

あっだ。

してしまおうという

図の芙として，

の

のモチーフを多用しだ

だ「チャイナタウン」を生み出した

に喜はれるような

の並ん

3)。

オーセンティ

シティーを譲し出している。フェイクだという

はもはや三を得ない。

歩きながら—「公」と「私」を考える

山積みされだ青梗菜を横目にチャイナタウン

を抜ける。ダウンタウンに同かう坂をほぼ下

リぎっだところで，グリッド状のブロック

をバッサリと切リ分けるかのように斜めに

る ColumbusAvenueにあだる。斜めに

を造っだ先に見えるのが，丁ransamerica

Pyramid ( 

のオフィスタ

4)'市で の高さ (260m)

ー。今了はサンフランシスコ
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のスカイラインはこの建築無しでは想像でき

ないが， 1972年の完成出峙は，史上最も靡

われた建物だったという。ついその形状の

抜さに目が行くが，それは，大きな木のよう

に高さがあっても足下に太陽の光が届くよう

な建築にしだいという丁ransamerica社の

の字土長の頴いを反映しだものだという。そ

の美言災が本三かはともかく， この建築が街に

えている豊かさは，確かに足下にあるのか

もしれない。 50本を越えるセコイアの大太

のある庭園が，平日の朝から夕方まで一般に

開放されている（ 5)。このような空間は，

P「ivatelyowned public space (POPS) 

として， 日本における公閏空地と同じよう

に，規制さ礼ている高さや容積率に緩和を

ける条件として生まれだものだ。しかし， こ

ほどまでに愛され，和」用されている公開

どれだけ東京にあるだろう。噴水のある

な池のほとリで太極拳をする老 人を

，緑の香リのする空気に満ちた庭園を

によって，オフィスのある Financial

4, 

Dist「iCtに入る心の をする。 5
 

歩きながら—「都市としての建築」を考える

Financial Districtは，サンフランシスコ

のすぐ南側にあるオフィス街だ。 10ブ LJツ

クにわたって広がる再開発地域の Golden

Gatewayのあるあたリは，ゴールドラッシュ

で港が最感期を言号つだ 19世紀には赤線

だっだ。 John Portmanの 仕 表 作 のひとつ

の EmbarcaderoCenterは，この再開

の役半分を占める 4ブロックにわだる

にホテルを置ぎ，その間を低層商業と高層才

フィス，空中歩廊でつないだ巨大建築だ。万

イドブックなどには，「都市の中の都市」と

いうクリシェで紹介される。

60年仕に建造されだブルータリズム 6 の

が方々の都市で傷み始め，その保存の是

が閉われているのが北米の近況だ 7。打ち放

しニンクリートが主要誓を構成するこの

も，一般人に好か礼ているとは言いがたい。

めて訪礼だとき，そう，「建築」を

していだときには，正直に言ってこの

の魅力がよくわからなかつだ。ちなみに，

イ ヴ ェ ロ ッ パ ー で も あ っ た Portmanは，

Koolhaasが国評価するまでは，「建築家」

としてはあまリ高い評価を得ていなかっだ。

改めて毎日ここを通リ抜けるなか了，この建

がいかによく考えられているか分かる。 2

つのホテルをアンカーとして，飲食，店會甫，

ジ△，駐車場など，それらを支える機鮨を

めだインフラとして構成さ仇た，長い

圧造感を感じさせる事なく，高い容積率を

しだ 4本のタワーの配置方法なども一筆に
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するが，やはリ，道空冑を建築化しだのが

その最大の特色だ。 3層にわだって，すべて

のブロックの中をつらぬく「這」。再開

に存在しだ，そ礼ぞれの街区を半分に

もの峙閏を隔ててよみがえリ，さ

らに 立体化さ忙ている（写真 6)。中を歩く

が

おぎに

妙。近

．の

に二らないように，

を受け止め，

までこの建築と

の

け， Portmanは

ジーとして，

っだのではないか，とさえ思っだことが王

る。閏にこの巨大な複合建築が建っているの

にも関わらず，通罰記の一坦点から， 500メ

ト）レ近く麗甘旦だフェリービ）レディング只 0)

の姿がフレーミングされる瞬闇を体験するだ

びに，一般的言評伽を裏切るかのよう磨，二

ンテクスチュア）レ磨側面を持っだ Portman

を惑じる（写真 8)。

ここからは、あと 2,3分の道のリ。一畳にも

だない！いさなコーピースタンドに立寄って

の覧ぎを潤し，うっすら立ちこめる霧によ

る肌寒さを和らげる。夏でもそのような日の

ある不 な の ，けン ランシスコ。

する。スケッ し， をつ

〈リ， のど かに をつくリあ

る みをする だ言 ピ| ぎる。そして，

その な を，ふと える。

ル
の

にー

つ

をアナ

イを

7 (c 丁eIs ta「Logistics)

8
 

都市化の効用 ー身体性

2 0 1 1 には に 人々が 人 の

を えだ，と国 が した。このダイ

~/、△がピンとこないとすれ 々

の くが に， 3700 人の

という 0'--.. - 人口の い 」に

からであろう。 そして「

」という さ旦ている は二

い。もはや は で花るからこそ，
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そのリスクを最小限にとどめ，効果を最

に生かすことが必要だ。

20年以内に， 3.5億人の都市人口が増える

とさ礼ている中国では，公共交通手段の／

ドを中心としだ高密度閏発が奨励され，

のスプロール型開発を避ける 1頃同が

られる。一方，米国では，密度高く都市に

む事がかえって環境保全のだめになるという

ロジックだけでは， 20世紀中盤に都市を

てて郊外に夢の暮らしを京めた富裕層を都心

に呼び戻す事はできなかっだという縫編があ

る。そのような中で，今

Floridaは， Creative Class, 

を の としだ

いだ。そのコインの

によって

を自分なリにカスタ

しあうアプリケーシ

ると，テク／ロジーが

を生み出しているのを

との

イズして，友人と

ンが人気を呼ぶのを

空闇に新たな次冗

じる。

，人間に対する効用 )' 

々と刺漱しあうことによって社会を

る」という，

るかのように，

laeserは『丁「 iumphof th 

において，統計を

を噌す事に成功し応。

国人は，

い，

, Richard 

つまリ

層の

に

そこで多種多

の物胴だ。こ

の Edward

City 都田の

ること C"z: の

ン）＼ッタンに

そ机よリも

に位む）＼閏は，

ネルギーの使用量が

外に住む）＼

40%少な

い，等々。その副題は "Howour greatest 

invention makes us richer, smarter, 

greener, healthier, and happier", 都

化する試みだ。

新しい技術との融合。様々な切リロで語ら

れる「都市化」だが，今さらながら，都市の

力と都市化の積極的意義は，身体性を抜き

にして考える事はできないと思う。日本ほど

公共交通手段の発達していない米国では I'

Walkability, つぎリ車無し，徒歩中心で

できるという評価軸が見直されている。

の住所の Walkability を 100点満点の

に換算しだ点数で評価する八Nebサイト，

Walk Score13は，合では不罰産業界に和用

さりている感も否めないが，その点数が高い

市ほど，一般的に魅力が高いとされてい

るということは，だだの偶然ではないだろう

i i1 -;=I=;-四を閤わず，都市が都市である所以は，

くことを通して得られる縫験の多様性にあ

るといっても過言［は店い。一方，都市を知

るには歩いて自分の肌で恩じる事が一番だと

いうことは，旅先で多くの人々が実惑するこ

とだと思う。歩きながら都市を考えることに

よってこそ，歩くことが終わることのない

びであるよう磨空間づくリができると信じた

い。自らの足で都市の襲を丁寧になぞること

によって得られる感受性が，他の身体性を剌

する場面をつくリあげる，と。

そのような声評価の流れと平臼して，晨も

を閤わ な い よ う に 思 わ れ る 業 界の近

で，近年，変化が見受けられる。 SNS (ソー

シャ）レ・ネットワーク・サービス）やク

ド・コンピューティングなど，団巨鑑を超え

だ関係性を手醒に構築する手段をつくつだ

である西海岸の 1丁関連企業の多くが， 1日

のシリコンバしーの，キャンパス盟の「人

工的な」三二都市のようなオフィス形態をと

るのをやめて，本物の都市を求めてサンフ

ンシスコに移ってきつつ花るこ。さらに，

「フォースクエア」］］のように，都市の体験

きながら都市を考える，ことを通して，

〈都市を想像する。

どうせなら，時閤の流れに耐える「人工的」

ではないものを。
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